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①　平成24年度　新規事業　国道153号伊勢神改良　

　平成24年度新規事業化となった「国道153号伊勢神改良」は、危険性が高い現道153号の落石
崩壊等の対策、現道トンネルの高さ制限等の断面不足を解消することを目的に計画された局部
改良事業です。

実施箇所
　　愛知県豊田市明川町～愛知県豊田市小田木町　（延長2.4ｋｍ）

（伊勢神トンネル出入り口付近の大型車通行状況）

(トンネル内の大型車のすれ違い状況）

至 名古屋

至 飯田
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②国道23号豊橋バイパス緊急連絡路の整備

東日本大震災では、津波を考慮して高台に計画された高速道路などが、住民避

難や復旧のための緊急輸送路として機能しました。当事務所でも、大規模地震に備

え、愛知県豊橋市の豊川橋料金所跡地に、バイパス本線から沿岸地域へ災害対策

用資機材や緊急支援物資を輸送する「緊急連絡路」の整備を行い、平成24 年 8月

10日に完成しました。

また、同年 8 月 20 日に豊橋市長と名古屋国道事務所長との間で「一般国道 23

号の一部を緊急避難場所として使用することに関する覚書」を締結し、津波発生時

には高台にある「料金所跡地」を避難場所、「緊急連絡路」を避難路として使用でき

るようにしました。

東日本大震災で三陸縦貫自動車道の果たした役割

（「東日本大震災を踏まえた緊急提言」（H23.7.14 高速道路のあり方検討委員会）より抜粋）

豊川橋料金所跡地全景

豊川橋料金所跡地における緊急連絡路と避難経路

覚書締結式（平成24年8月20日）




